
　

熊
本
、
大
分
両
県
で
14
日
に
起
き
た
Ｍ
６
・
65
と
16
日
の
Ｍ
７
・

３
の
地
震
の
後
も
続
発
し
、
広
域
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
と
そ
の
家
族
、
困
難
な
避
難
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

４
月
16
日
〜
19
日
に
三
島
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
は
災
害
派
遣
医

療
チ
ー
ム
の
医
師
・
看
護
師
等
６
名
を
派
遣
し
ま
し
た
。
市
は
16

日
〜
23
日
の
間
で
、
緊
急
消
防
隊
と
し
て
救
助
隊
・
救
急
隊
・
後

方
支
援
隊
の
３
隊
・
11
名
を
交
代
で
２
回
、
ま
た
22
日
〜
26
日
に

被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定
士
を
１
名
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

高
槻
市
の
支
援
は
災
害
発
生
時
の
救
命
活
動
な
ど
の
支
援
は
終

了
し
ま
し
た
が
、
今
後
は
被
災
者
の
生
活
サ
ポ
ー
ト
や
復
興
支
援

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

高
槻
市
は
、
５
月
６
日
〜
10
日
で
公
衆
衛
生
チ
ー
ム
（
府
と
の

混
成
チ
ー
ム
）
と
し
て
保
健
師
１
名
を
益
城
町
に
派
遣
し
ま
し
た
。

　

避
難
生
活
の
中
、
震
災
関
連
死
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
地
震
が

続
き
自
宅
で
寝
る
の
が
怖
い
、
ト
イ
レ
が
足
り
ず
水
を
飲
む
の
を

我
慢
す
る
な
ど
、
ス
ト
レ
ス
と
疲
労
が
積
み
重
な
っ
た
た
め
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
医
療
や
保
健
体
制
の
充
実
、
避
難
所
の
環
境
の

改
善
な
ど
が
必
要
で
す
。
市
は
要
請
に
応
じ
て
速
や
か
に
対
応
で

き
る
体
制
を
確
保
し
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

　

芥
川
、
女
瀬
川
、
檜
尾
川
な
ど
府
が
管
理
し
て
い
る
河
川
は
、
時

間
雨
量
80
ミ
リ
の
豪
雨
に
対
応
す
る
改
修
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
完
了
に
は
30
年
か
ら
40
年
は
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
維
持
管
理

費
に
は
国
の
補
助
制
度
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
間
に
集
中

豪
雨
に
襲
わ
れ
れ
ば
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
し
か
も
、

80
ミ
リ
対
応
が
で
き
て
い
な
い
芥
川
の
Ｊ
Ｒ
橋
梁
付
近
や
女
瀬
川

の
改
修
は
い
つ
に
な
る
の
か
具
体
的
な
検
討
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

少
し
で
も
前
倒
し
で
整
備
で
き
る
よ
う
、
国
に
80
ミ
リ
対
応
へ
の
補

助
拡
充
と
維
持
管
理
へ
の
補
助
創
設
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

高
槻
市
は
水
道
管
の
設
備
更
新
や
耐
震
化
の
国
補
助
の
対
象
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
補
助
の
対
象
に
な
る
の
は
、
水
道
の
施
設
整

備
に
一
定
以
上
の
費
用
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
、
水
道
料
金
を
高

く
す
る
こ
と
が
条
件
に
な
っ
て
い
ま
す
。
府
内
で
は
国
の
補
助
対

象
に
な
る
自
治
体
は
少
な
く
、
高
槻
市
へ
は
、
国
か
ら
の
補
助
は

い
っ
さ
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
予
想
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ

フ
地
震
で
は
少
な
く
と
も
６
割
の
世
帯
で
断
水
に
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
人
間
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
水
を
確
保
す

る
た
め
、
国
補
助
の
制
限
を
緩
和
す
る
こ
と
、
補
助
額
の
引
き
上

げ
な
ど
、
耐
震
化
の
促
進
を
訴
え
ま
し
た
。

　

４
月
18
日
、国
会
内
で
政
府
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
の
国
会
議
員
団
と
宮
原
た
け
し
府
議
、市
議
な
ど
約
30
人
が
参
加
。

雇
用
、
防
災
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
各
省
庁
に
施
策
の
拡
充
や
対
策
の
強
化
を
求
め
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
高
槻
市
会
議
員
団
か
ら
は

宮
本
市
議
が
代
表
で
出
席
し
ま
し
た
。
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出町ゆかり

熊
本・九
州
地
方
の

　
　
　
　
地
震
被
害
と
高
槻
市
の
支
援

熊
本・九
州
地
方
の

　
　
　
　
地
震
被
害
と
高
槻
市
の
支
援

熊
本・九
州
地
方
の

　
　
　
　
地
震
被
害
と
高
槻
市
の
支
援

　
　
　
地
震
や
水
害
対
策
な
ど

市
民
の
く
ら
し
を
重
点
に
し
た
制
度
見
直
し
を

多
発
す
る
震
災
関
連
死

被
災
地
の
実
態
に
合
わ
せ
た
支
援
を

多
発
す
る
震
災
関
連
死

被
災
地
の
実
態
に
合
わ
せ
た
支
援
を

芥
川
、女
瀬
川
、檜
尾
川
な
ど
の
洪
水
対
策

整
備
促
進
へ
国
の
補
助
創
設
を

水
道
管
の
耐
震
改
修
、整
備
更
新
へ
の

補
助
対
象
の
拡
大
を

政
府
交
渉



日本共産党高槻市会議員団　市政資料 （2）

　

２
０
１
３
年
12
月
の
高
槻
市
議
会
で
、
宮
本
議
員
が
質
問
し
た

「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
を
許
さ
な
い
市
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
、
市

は
労
働
相
談
で
、
残
業
代
未
払
い
や
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の
法
違
反
に

か
か
わ
る
こ
と
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
答
え
て
い
ま
す
。
市
に
、

市
内
企
業
に
若
者
を
使
い
捨
て
に
す
る
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
は
許
さ
な

い
と
い
う
強
い
姿
勢
を
示
す
こ
と
や
窓
口
相
談
の
周
知
徹
底
を
求

め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
労
働
者
の
権
利
や
解
決
の
手
段
な
ど
、
労
働
法
教
育

の
取
組
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、
国
の
予
算
は
２
億
円
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
国
に
対
し
、「
取
組
の
強
化
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省

と
文
部
科
学
省
で
、
協
力
し
て
早
く
具
体
化
を
」
求
め
ま
し
た
。

　

求
人
票
の
記
載
内
容
を
偽
る
「
ブ
ラ
ッ
ク
求
人
」
が
大
き
な
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
通
報
・
相
談
窓
口
で
あ
る
「
求
人
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
の
周
知
を
強
化
す
る
こ
と
を
国
に
求
め
ま
し
た
。
具
体

的
な
取
り
組
み
と
し
て
「
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
て
、
す
べ
て
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
、
若
者
が
集
ま
る
場
所
に
張
り

出
せ
る
よ
う
、
自
治
体
に
下
ろ
す
な
ど
の
予
算
を
確
保
し
、
取
組

の
強
化
を
」
求
め
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」

か
ど
う
か
見
分
け
る
情
報
と
な
る
離
職
率
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

駅
前
の
ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻
に
あ
る
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
・
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー
で
も
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
、
ブ
ラ
ッ
ク

求
人
の
内
容
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

宮
本
市
議
が
発
言
し
た
主
な
内
容
を
掲
載
し
ま
す

高
校
生・大
学
生
な
ど
へ
の

　

労
働
法
教
育
に
つ
い
て

高
校
生・大
学
生
な
ど
へ
の

　

労
働
法
教
育
に
つ
い
て

「
ブ
ラ
ッ
ク
求
人
」の

　
　
　
　

根
絶
に
つ
い
て

「
ブ
ラ
ッ
ク
求
人
」の

　
　
　
　

根
絶
に
つ
い
て

２
０
１
５
年
度
政
務
活
動
費
の
報
告

雇
用
促
進
住
宅
の

　
　
　
廃
止
問
題
に
つ
い
て

雇
用
促
進
住
宅
の

　
　
　
廃
止
問
題
に
つ
い
て

政
府
交
渉

 

６月議会日程

ぜひ傍聴をお願いします
※いずれも午前10時開会です。

本会議／
提案理由説明
本会議／
質疑、委員会付託
文教市民委員会
福祉企業委員会
都市環境委員会
総務消防委員会
本会議／採決、
　　　一般質問
本会議／一般質問

６月10日（金）

６月14日（火）

６月16日（木）

６月17日（金）

６月27日（月）

６月28日（火）

　

高
槻
市
の
雇
用
促
進
住
宅
は
萩
之
庄
、
西
町
、
大
蔵
司
の
３
ヶ

所
で
す
。
府
下
で
は
今
年
１
月
現
在
、
37
住
宅
１
３
９
棟
、
５
５

８
５
戸
。
３
３
４
５
人
の
入
居
者
が
あ
り
、
公
的
住
宅
と
し
て
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
国
は
閣
議
決
定
で
、
雇
用
促
進

住
宅
を
「
で
き
る
だ
け
早
期
に
廃
止
」「
２
０
２
１
年
度
ま
で
に
す

べ
て
を
処
理
す
る
」
と
し
ま
し
た
。
大
蔵
司
の
住
宅
に
住
む
80
代

の
男
性
は｢

40
年
住
み
続
け
て
い
る
。
わ
ず
か
な
年
金
生
活
。
い
ま

さ
ら
出
て
行
け
と
い
わ
れ
て
も
困
る｣

と
話
し
ま
す
。「
雇
用
促
進

住
宅
の
譲
渡
・
廃
止
に
係
る
お
知
ら
せ
」
の
文
書
が
突
然
配
布
さ

れ
ま
し
た
。
民
間
事
業
者
に
売
却
後
、
十
年
間
は
居
住
を
保
障
す

る
と
し
て
い
ま
す
が
、「
民
間

事
業
者
に
売
却
で
き
な
い
場
合

は
退
去
し
て
い
た
だ
く
」
と
の

説
明
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
実

質
的
な
退
去
促
進
に
入
居
者
は

不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。「
無

理
や
り
住
民
を
追
い
出
す
こ
と

は
し
て
は
い
け
な
い
」
と
住
民

へ
の
対
応
を
改
善
す
る
よ
う
迫

り
ま
し
た
。

収入

支出

残額

費　　用 金　　額

費　　用 金　　額 主たる支出の内容

（単位：円）

（単位：円）

会 派 共 用 費

預 金 利 子

合 計

研修会・会議費
資料購入及び制作費
広 報 費
使用料及び借上料
通 信 運 搬 費
旅費及び交通費
事 務 雑 費
合 計

市政資料作成費、書籍、新聞購読料
議員個人の市政報告など
印刷機リース料など
電話通信費など

印刷用紙、コピー代、保守契約料など

３,080,000
119

3,080,119

0
633,071
700,004
248,050
24,310

0
81,584

1,687,091
1,393,100　　円 ※残額は全額、市に返還しています
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